
↑児童の様子はこち

らからご覧ください 

アンケート「持続可能な学校」を目指して 

今年度の成果と次年度への改善点について 

１ 登校時間を 7:50〜8:00から 8：00〜8:10に変更したこと。（主な理由：教職員の勤務開始時間

の 8：00に合わせて変更することで，児童の安全安心を確保するため） 

よくないの理由 

・会社の出勤時間に間に合わない。 

・登校班の時間でもギリギリなのに，各自送迎が多い 

ので困る。 

・８時から８時 10分の登校だと，仕事に間に合わ

ず，困る家庭が多くなるのではないでしょうか。 

また，８時すぎの駐車場は大変混み合い，児童の登

校が危険な時がある。 

・昇降口前で鍵が開くのを児童が待っている状態は安全安心と思えません。タクシーやバス登園の子達が学

校に入れて他の子が待っている時もある様です。この点を改善してほしい。(先生が少ないのなら，体育

館などの同じ空間で待機させるなどして児童がみんな学校内に入れられるようにする，など) 

・熊が出た際に急遽車で登校するとなってしまった場合に，仕事の都合で７時 50分より前に連れていかない

といけない事もあるので，登校時間が遅くなってしまい困る事も多いです。 
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対応案 

①昇降口開錠までの児童の見守りについては，自治体など他の機関と連携しながら安全を最優先で進

めていきます。 

②熊や災害の恐れがある場合は，昇降口を早く開ける対応を行っております。 



２ 運動会を９月から５月に変更したこと。修学旅行・宿泊体験学習を５月から９・10月に変更   

したこと。（主な理由：熱中症対策，活動の充実） 

よくない理由  

・９月の方が一年生も体力がついていると思いま 

す。 

・我が家はこの時期農作物の家業と会社が忙しい

ため。 

・準備時間が足りない。 

・６年生の負担が大きい。 

・下学年がついてこられてなかった。 

・５月も６年生は，市の陸上競技大会と重なり，大変慌ただしい期間となり，ストレスになっていた様子で

す。 

・５月の運動会は雨が降ると寒く，児童が辛そう。 

 

３ 夏休み期間を１週間ほど遅らせ，７月 28日〜８月 27日としたこと。（主な理由：熱中症対策） 

よくない理由 

・６年生の話ですが，修学旅行の話し合いや学習発表

会の準備が重なり時間が少なかったのではないか

と子供の話で思いました。もし夏休みあけから話

し合いをしているのであれば，1週間話し合いの期

間を延ばしてあげた方が良いのかな？と感じまし

た。ただ，夏休みあけからではなく，９月から話

し合いを毎年しているんだということであれば，

熱中症対策にもなりますし，休みを１週間遅らせ

たままで良いと思います。 

・暑くなる時期も早まっているので，遅らすのではなく延ばす方が良いのでは 

対応案 

①運動会の準備については，２月より進めてまいります。また，運動会が児童へ対して過度な負担になら

ないように活動内容の見直しを図ります。 

②市の陸上大会については，今後の開催の方法について検討しております。 

③雨天の場合は，体育館での実施や順延を積極的に行います。 



・結果，７月も暑かった。加えて，他の学校との兼ね合いもあったり，夏休みのイベントなど７月後半にな

っていたりするので，期間自体延長ならまだしも，期間をずらした利益はあまりなかった気がする。 

・７月の段階で既に暑いので！遅らせることよりも期間を長くした方がよいと思います。一番暑い時間帯に

下校になるも心配です。 

・家よりも学校の方が先生方がいらっしゃるので，安全に過ごせるので延長される方が不安が大きいです。 

 

４ 修学旅行についてお聞きします。 

その他 

・学年毎の意見にもよる。 

・保護者も含め，学校側の意見や考え

に同意できれば良いと思います。 

・５，６年生合同で良いとおもうが，

年を跨ぐと一緒に生活してないか

らと中々子供達は一緒に行くこと

を嫌がるが，少子化が続く中で異

年齢との関わりをもっと沢山行う

ことで子供同士の多様性の受け入

れに繋がると思う。↑のアンケー

トも，良いと，良くないだけでな

く，理由や，真ん中の意見も作っ

て欲しかった。 

・移行期間を設け，対象となる学年の意向を尊重してご検討お願いします。 

いただいた意見を大切に，児童がいきいきと活躍できる活動を考えてまいります。ご協力ありがとうござ

いました。 

対策案 

①今年度は 150周年の関係で学習発表会が 11/1となりましたが，Ｒ８年度は 11月中旬以降に開催す

ることを検討しています。 

②夏休みの開始を今年より早めます。その際は冬休みもしくは春休みの日数を減らすことも考えられ

ます。メリット・デメリットを考え最もふさわしい長期休業の在り方について検討します。 

対応策 

R8年度児童数 1年 7名 2年 13名 3年 21名 4年 11名 5年 14名 6年 12名（R7 6年 19名） 

①５，６合同での実施については意見が分かれています。もう少し時間をかけての吟味が必要と考え

る。次年度は６年生のみで実施します。 

②６年生単独実施とすると，一人当たりの費用が高くなることが予想されます。今後，適正な費用で

の実施ができるように検討を進めます。 


